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第134号 （2）

　

あ
る
脳
外
科
医
の
言
葉
に
よ

る
と
、
性
格
に
関
わ
る
人
間
の

遺
伝
子
は
、
「
八
三
五
万
分
の

一
」
が
子
ど
も
に
伝
わ
る
そ
う

で
す
。
昔
か
ら
、
親
の
遺
伝
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
全
く
無
に

等
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
に
巷
間
で

は
、
「
あ
の
人
は
親
と
そ
っ
く

り
似
て
い
る
。
親
か
ら
の
遺
伝

だ
」
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
遺
伝
で
は
な
く
、

子
ど
も
を
育
て
る
親
の
心
の
姿

勢
が
原
因
で
す
。
新
生
児
の
脳

は
、
全
く
濁
り
汚
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
育
て
る
親
の
、
無

反
省
、
不
道
徳
、
慢
心
、
口
争

い
な
ど
の
汚
れ
濁
っ
た
言
語
動

作
を
新
生
児
が
脳
に
肌
に
感
じ

て
成
長
す
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
？
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り

ま
せ
ん
。
私
ど
も
は
自
分
自
身

の
心
の
汚
れ
を
一
つ
知
る
こ
と

で
す
。
「
わ
ず
か
一
つ
」
で
す
。

　

し
か
し
妙
な
も
の
で
、
一
つ

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
生

活
の
周
囲
が
自
然
と
解
っ
て
く

る
の
で
す
。

　

道
元
さ
ま
が
、
仏
教
勉
学
の

為
に
中
国
に
お
越
し
に
な
っ
た

折
、
中
国
の
老
僧
が
椎
茸
を
乾

か
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
こ
ん
な
事
は
修

行
中
の
僧
の
す
る
事
だ
…
。
思

わ
ず
、

「
若
い
方
々
の
仕
事
で
し
ょ
う

に
」
。

す
る
と
老
僧
は

「
日
本
の
お
坊
さ
ん
、
こ
れ
が

私
の
す
る
事
で
す
」
。

　

ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
自
分
の

作
す
べ
き
事
。
そ
し
て
、
自
分

が
し
て
は
な
ら
ぬ
行
い
を
教

わ
っ
た
の
で
す
。
道
元
さ
ま
は

こ
の
こ
と
を
心
に
深
く
刻
み
生

涯
を
通
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
分
の
非
を
「
た
だ
一
つ
知

る
」
。

　

こ
れ
を
積
み
重
ね
て
人
生
の

浄
化
に
努
力
し
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

【
心
の
姿
勢
】

鈴
木　

晧
道

布
教
講
習
所 

所
長

慈
光
院 

住
職

慈 光
　「　「 慈光慈光」。」。 万物を育万物を育成し成し世に恵みを与える光。世に恵みを与える光。 大慈悲の光明大慈悲の光明。阿。阿 弥陀弥陀さまさまの分け隔てのない暖かい優の分け隔てのない暖かい優しい光。しい光。
私た私たちはこのちはこの 光を頂き光を頂き、生、生 かさせていただいておかさせていただいてお りまりま す。す。慈光に照慈光に照らさらされた私たれた私たちのちの生活を今一度考え生活を今一度考えてはては
どうどうでしでしょうか？ょうか？ タイタイトルトル の『の『 慈光慈光』は』は 、鈴、鈴 木晧道先生のお寺本宿木晧道先生のお寺本宿町「町「 慈光院」慈光院」よりより 拝し拝しましまし た。た。

　「 慈光」。 万物を育成し世に恵みを与える光。 大慈悲の光明。阿 弥陀さまの分け隔てのない暖かい優しい光。
私たちはこの 光を頂き、生 かさせていただいてお りま す。慈光に照らされた私たちの生活を今一度考えては
どうでしょうか？ タイトル の『 慈光』は 、鈴 木晧道先生のお寺本宿町「 慈光院」より 拝しまし た。
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た
け

な
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4小島
英
裕

　

賢
問
子
は
百
済
の
港
に
到
着
し
唐
に
到
り
、

役
所
に
仏
師
と
な
る
願
い
を
出
し
ま
し
た
。

唐
の
皇
帝
は
「
未
成
年
の
若
者
が
来
て
、
仏

を
造
り
人
々
と
縁
を
結
ば
せ
よ
う
と
は
感
心

だ
。
望
み
通
り
仏
像
造
り
に
専
念
せ
よ
」
と

命
じ
ま
し
た
。
賢
問
子
は
身
丈
三
尺
の
阿
弥

陀
仏
を
七
十
五
日
間
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

大
願
が
成
就
し
た
賢
問
子
は
、
一
刻
も
早

く
母
の
気
持
ち
を
安
ら
げ
よ
う
と
帰
国
の
願

い
を
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
皇
帝
は
残
念

に
思
い
「
も
う
し
ば
ら
く
国
に
滞
在
し
、

も
う
一
体
の
仏
を
造
っ
て
か
ら
帰
る
よ
う

に
」
と
命
じ
ま
し
た
。
賢
問
子
は
重
ね
て

「
私
に
は
老
い
た
母
が
い
ま
す
。
一
日
も
早

く
帰
っ
て
親
孝
行
を
尽
く
し
た
い
」
と
再
三

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

皇
帝
が
大
臣
を
集
め
る
と
、
そ
の
中
の
一

人
が
言
い
ま
し
た
。
「
賢
問
子
は
母
に
思
い

を
寄
せ
魂
は
日
本
に
あ
り
ま
す
。
男
性
が
女

性
に
恋
心
を
持
つ
の
は
世
の
習
い
。
宮
中
で

一
番
美
し
い
女
性
を
妻
と
す
れ
ば
古
郷
を
忘

れ
こ
の
国
に
留
ま
る
で
し
ょ
う
」
。
さ
っ
そ

く
柳
営
女
と
い
う
美
女
が
賢
問
子
の
妻
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
船
着
き
場
に
は
見
張
り

が
設
け
ら
れ
、
賢
問
子
の
帰
国
を
阻
止
し
ま

し
た
。

　

「
天
を
駆
け
て
も
地
に
潜
っ
て
で
も
、
早

く
日
本
に
帰
り
た
い
。
日
本
の
神
さ
ま
仏
さ

ま
、
そ
し
て
母
が
祈
ら
れ
た
春
日
大
明
神
さ

ま
、
も
う
一
度
母
に
会
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
賢
問
子
は
合
掌
し
て
祈
り
ま
し
た
。
賢
問

子
は
「
細
工
で
木
の
鳥
を
造
り
、
両
方
の
翼

に
手
を
入
れ
、
海
の
上
を
飛
ん
で
帰
れ
ば
い

い
の
だ
」
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
人

間
の
力
が
及
ぶ
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
春
日
大
明
神
さ
ま
、
お
力
を
お
与
え
く
だ

さ
い
」
と
、
毎
晩
細
工
部
屋
に
入
り
作
業
を

進
め
ま
し
た
。

　

お
お
か
た
完
成
し
た
頃
、
鳥
の
腹
の
中
に

体
を
入
れ
両
方
の
手
を
動
か
し
て
み
る
と
自

在
に
飛
べ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
今
夜
飛

ん
で
み
よ
う
」
と
喜
び
が
込
み
上
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
皇
帝
よ
り
賜
っ
た
妻
に
一
言
の
挨

拶
も
無
い
よ
う
で
は
日
本
の
恥
だ
と
思
い
、

柳
営
女
に
話
を
し
ま
し
た
。
「
世
話
に
な
っ

た
情
け
は
忘
れ
な
い
が
、
母
を
見
捨
て
て
こ

の
国
に
い
れ
ば
孝
行
を
尽
く
す
心
を
忘
れ
て

し
ま
う
。
近
い
内
に
日
本
に
帰
ろ
う
と
思

う
」
。
そ
れ
で
も
柳
営
女
は
「
船
着
き
場
に

は
見
張
り
が
い
る
か
ら
帰
れ
な
い
で
し
ょ

う
」
と
気
に
留
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　

 

（
つ
づ
く
）

 

第
二
話

賢
問
子
、唐
に
渡
る

け
ん
も
ん 

し

（
後
編
）

く
だ
ら

み
の
た
け

り
ゅ
う
え
い
に
ょ

小
島
英
裕

小
島
英
裕

た
ま
わ

妻に別れを告げる賢問子(誓願寺縁起絵 第一幅)



　

ア
シ
ュ
バ
ッ
タ
の
木
（
菩
提
樹
）
の

下
に
座
っ
た
ゴ
ー
タ
マ
（
お
釈
迦
さ

ま
）
は
、
静
か
に
瞑
想
（
座
禅
）
を
は

じ
め
ま
し
た
。
心
を
落
ち
着
け
て
精
神

を
集
中
し
、
人
間
の
苦
し
み
は
ど
の
よ

う
に
起
こ
る
の
か
、
原
因
は
何
で
あ
る

か
を
考
え
は
じ
め
ま
し
た
。
苦
し
み
の

原
因
さ
え
分
か
れ
ば
、
人
々
は
救
わ
れ
、

豊
か
な
人
生
が
送
れ
る
だ
ろ
う
、
と
考

え
た
の
で
す
。

　

そ
こ
に
、
ゴ
ー
タ
マ
の
瞑
想
を
邪
魔

す
る
者
達
が
現
れ
ま
し
た
。
マ
ー
ラ

（
悪
魔
）
が
ゴ
ー
タ
マ
の
周
り
に
集
ま

り
、
様
々
な
誘
惑
を
は
じ
め
ま
し
た
。

美
し
い
女
性
の
姿
に
な
り
色
目
を
使
い
、

た
い
そ
う
豪
華
な
食
事
を
目
の
前
に
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
蛇
や
虫
に
ゴ
ー
タ

マ
の
体
を
傷
つ
け
さ
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
マ
ー
ラ
の
邪
魔
に
も
屈
す

る
こ
と
な
く
、
ゴ
ー
タ
マ
は
瞑
想
を
続

け
た
の
で
す
。

ぼ
だ
い
じ
ゅ

め
い
そ
う

お

さ

の
ご

涯涯

お
釈
迦
さ
ま
の
ご
生
涯 

文
・
釈
尊
法
話
会
　

絵
・
豆　

織
奈

ア
シ
ュ
バ
ッ
タ

下

座
っ

ゴ

会

絵

豆

織織
奈

降
魔

マーラに誘惑されるゴータマ
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総
本
山
誓
願
寺
所
蔵
「
一
の
谷
・
屋

島
合
戦
図
屏
風
」
は
、
狩
野
光
信
（
一

五
六
五
―
一
六
〇
八
）
筆
と
伝
え
ら
れ

る
六
曲
一
双
の
豪
華
な
屏
風
絵
で
す
。

金
箔
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
、
『
平
家

物
語
』
の
世
界
を
描
い
て
い
ま
す
。
右

隻
は
一
の
谷
の
合
戦
、
左
隻
は
屋
島
の

合
戦
を
主
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
絵
は
、
有
名
な
源
義
経
の

「
鵯
越
の
逆
落
と
し
」
の
場
面
で
す
。

急
な
傾
斜
を
駆
け
下
り
る
武
者
の
一
団

を
、
迫
力
あ
る
筆
致
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

本
作
品
は
、
特
別
展
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
五
〇
年　

平
清
盛
」
展
に
て
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧
下
さ
い
。

　昨年は、「法然上人八〇〇回大遠
忌」の記念すべき年に当たりました。
今年は、また例年どおりの「御忌」、す
なわち法然上人追慕報恩の800年目
のお勤めが総本山誓願寺にて執り行
われます。西山深草派の僧侶と檀信
徒が集い、法然上人のご遺徳をお偲
びして、共にお念仏をお称えしたいと
思います。多数のご参詣をお待ちして
おります。
　なお、団体参拝の募集等につきま
しては、それぞれの菩提寺にお尋ねく
ださい。

﹇
会
期
と
会
場
﹈

◎
二
月
二
十
五
日（
土
）〜
四
月
八
日（
日
）

　

神
戸
市
立
博
物
館

　
　

神
戸
市
中
央
区
京
町
二
四

　
　

電
話（
〇
七
八
）三
九
一‒

〇
〇
三
五

　
◎
四
月
二
十
一
日（
土
）〜
六
月
三
日（
日
）

　

広
島
県
立
美
術
館

　
　

広
島
市
中
区
上
織
町
二‒

二
二

　
　

電
話（
〇
八
二
）二
二
一‒
六
二
四
六

ひ
よ
ど
り
ご
え

だんな

ぎょき

表
紙
の
解
説

「一枚起請文」奉読

平成24年4月23日（月）～25日（水）

　　
第134号（5）

御忌法要のご案内
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ア
ジ
ャ
ン
タ
の
幾
つ
も
の
窟
院

に
入
っ
た
り
出
た
り
の
繰
り
返
し

で
、
日
の
差
さ
な
い
窟
院
内
は
ひ

ん
や
り
と
し
て
気
持
ち
が
良
い
が
、

外
に
出
て
、
特
に
直
射
日
光
に
当

た
る
と
非
常
に
暑
く
て
汗
ば
ん
で

し
ま
う
。
窟
院
内
で
の
修
行
は
、

こ
の
時
期
に
限
っ
て
は
快
適
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

　

三
時
間
ほ
ど
か
け
て
窟
院
を
見

た
後
、
寺
院
群
が
一
望
で
き
る
見

晴
ら
し
小
屋
に
登
っ
た
。
十
五
分

ほ
ど
で
行
け
る
場
所
だ
が
、
整
備

さ
れ
た
道
で
は
な
く
、
細
く
曲
が

り
く
ね
っ
た
踏
み
分
け
道
で
、
一

九
八
九
年
に
も
こ
の
道
を
通
っ
て

登
っ
た
の
で
あ
る
。
見
晴
ら
し
小

屋
に
到
着
し
、
ま
わ
り
を
見
下
ろ

し
て
休
ん
で
い
た
ら
、
二
〇
才
前

後
の
男
の
三
人
連
れ
が
来
た
の
で
、

話
し
か
け
て
み
た
。

　

八
九
年
に
こ
こ
で
会
っ
た
、
パ

ラ
カ
ー
ス
と
い
う
名
前
の
青
年
を

知
っ
て
い
る
か
聞
い
て
み
た
。
当

時
一
〇
才
く
ら
い
の
、
ミ
ル
ク
を

入
れ
る
ア
ル
ミ
製
の
大
き
な
容
器

を
、
一
つ
は
頭
上
に
乗
せ
、
も
う

一
つ
は
片
手
に
提
げ
て
親
し
げ
に

近
付
い
て
き
た
少
年
で
あ
る
。
彼

ら
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
知
っ
て
い

る
と
答
え
た
が
、
今
は
こ
こ
に
居

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
写
真
を

何
枚
か
撮
ら
せ
て
も
ら
い
、
僕
た

ち
は
再
び
来
た
道
を
降
り
た
。
い

つ
の
日
か
彼
ら
に
再
会
し
て
み
た

い
と
、
ふ
と
思
っ
た
。

　

一
時
預
か
り
の
場
所
に
戻
り

バ
ッ
ゲ
ー
ジ
を
返
し
て
も
ら
い
、

ア
ウ
ラ
ン
ガ
ー
バ
ー
ド
行
き
の
バ

ス
を
待
っ
た
。
午
後
の
日
差
し
は

と
て
も
暑
く
、
朝
食
を
食
べ
た
店

の
そ
ば
の
茶
店
に
入
り
、
チ
ャ
イ

や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
身
体

を
休
め
て
待
っ
て
い
た
ら
、
小
一

時
間
し
て
バ
ス
は
来
た
。
ア
ジ
ャ

ン
タ
か
ら
ア
ウ
ラ
ン
ガ
ー
バ
ー
ド

ま
で
は
南
西
に
約
一
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
二
時
間
半
ほ
ど
か
か

る
。
料
金
は
一
人
六
〇
ル
ピ
ー

（
約
一
五
〇
円
）
だ
っ
た
。

　

ア
ウ
ラ
ン
ガ
ー
バ
ー
ド
に
着
い

た
の
は
、
夕
方
の
五
時
頃
だ
っ
た
。

バ
ス
・
ス
タ
ン
ド
を
出
て
駅
の
あ

る
南
に
向
か
っ
て
ホ
テ
ル
を
探
し

な
が
ら
歩
い
た
。
最
初
に
通
り
の

左
側
に
見
つ
け
た
ホ
テ
ル
に
入
り
、

聞
い
て
み
た
ら
満
室
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
更
に
南
に
歩
い
て
行
く

と
、
今
度
は
右
側
に
円
筒
状
の
ホ

テ
ル
が
あ
り
、
ツ
イ
ン
の
部
屋
が

二
つ
空
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
取

り
敢
え
ず
両
室
を
見
せ
て
も
ら
い
、

値
段
を
聞
い
た
ら
二
七
五
ル
ピ
ー

（
約
六
九
〇
円
）
で
妥
当
な
額
だ

と
思
い
、
両
室
を
比
べ
て
も
大
し

た
違
い
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の

片
方
に
決
め
た
。
『
地
球
の
歩
き

方
』
の
本
に
も
、
こ
の
ホ
テ
ル
・

デ
ヴ
プ
リ
ヤ
は
載
っ
て
い
て
、
金

額
も
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
の
で
、
ひ

と
ま
ず
安
心
し
、
一
階
の
受
付
カ

ウ
ン
タ
ー
に
戻
り
宿
泊
手
続
き
を

と
っ
た
。

動
き
回
っ
て
も

心
身
休
ま
る
ア
ジ
ャ
ン
タ

岩瀬 賢良東龍寺 住職

アジャンタ 見晴らし小屋にて

インド
岩瀬 賢良岩瀬 賢良東龍寺 住職東龍寺 住職
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総
本
山
誓
願
寺
だ
よ
り

三
月

●
十
四
日（
水
）

　

善
導
忌・六
阿
弥
陀
功
徳
日

●
十
七
日（
土
）〜
二
十
三
日（
金
）

　

春
彼
岸

●
二
十
日（
火
）

　

春
分
の
日

●
二
十
六
日（
月
）〜
四
月
四
日（
水
）

　

法
脈
相
承

四
月

●
七
日（
土
）

　

花
ま
つ
り

●
十
五
日（
日
）

　

六
阿
弥
陀
功
徳
日

●
二
十
三
日（
月
）〜
二
十
五
日（
水
）

　

元
祖
法
然
上
人
御
忌
法
要

五
月 

●
十
八
日（
金
）

　

六
阿
弥
陀
功
徳
日　

六
月 

●
三
日（
日
）

　

和
泉
式
部
忌

●
十
九
日（
火
）　

　

六
阿
弥
陀
功
徳
日

七
月 

●
十
四
日（
土
）

　

六
阿
弥
陀
功
徳
日

八
月 

●
十
五
日（
水
）

　

六
阿
弥
陀
功
徳
日

●
十
六
日（
木
）　

　

精
霊
送
り・盆
施
餓
鬼

●
二
十
日（
月
）〜
二
十
一
日（
火
）　

　

少
年
少
女
参
拝
団

　

第134号（7）

お
も
な
行
事
予
定

　

西
尾
市
常
福
寺
に
あ
る
高
さ
16
メ
ー
ト
ル
の
仏
さ
ま
は

「
刈
宿
の
○
○
○
○
○
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
○

に
入
る
ひ
ら
が
な
５
文
字
で
お
答
え
下
さ
い
。

　

毎
年
夏
休
み
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。本
年

は
、八
月
二
十
日（
月
）〜
二
十
一（
火
）の
二

日
間
が
日
程
と
な
り
、小
学
五
〜
六
年
生
を

対
象
に
六
十
名
を
募
集
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂

き
ま
す
。六
月
下
旬
に
各
寺
院
へ
募
集
要
項

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
そ
ち

ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

官
製
は
が
き
に
、
答
え
と
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
菩
提
寺
（
だ
ん

な
寺
）
、
感
想
や
質
問
を
必
ず
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
中
よ
り

選
び
紙
面
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
回
は
、
常
福
寺
さ
ま

よ
り
常
福
寺
特
製
手
拭
い
を
2
名
さ
ま
、
本
山
謹
製
線
香
を
５
名
の
方
に
、

合
計
７
名
の
方
に
抽
選
に
て
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
問
題
】

【
宛
先
】
〒
四
四
四

三
五
二
三

岡
崎
市
藤
川
町
字
中
町
南
十
五

　
　
　
　
　

稱
名
寺
内
　

ち
か
い
編
集
係

　
　

【
締
切
】
五
月
十
日

　
　
　
　
　

（
消
印
有
効
）

発
行
日
　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
五
日

発
行
所
　
　

浄
土
宗
西
山
深
草
派

総
本
山
誓
願
寺

京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町
四
五
三
番
地

電
　

話
（
〇
七
五
）
　

二
二
一

－

〇
九
五
八

F
A
X
（
〇
七
五
）
　

二
二
一

－

二
〇
一
九

E
-m
ail  info@

fukakusa.or.jp
U
R
L
    http://w

w
w
.fukakusa.or.jp/

答
え
　

○
○
○
○
○

郵
便
番
号

住
所

氏
名

菩
提
寺
（
だ
ん
な
寺
）

感
想
・
質
問
等

ち
か
い　　

第
134
号

刈
宿
の
○
○
○
○
○
さ
ん

少
年
少
女
参
拝
団

少
年
少
女
参
拝
団

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

少
年
少
女
参
拝
団

参
加
者
募
集

訂正 前号（133号）賢問子行状記③の副題「第三話」を「第二話」に訂正致します。



信州大学人文学部東洋史学専攻卒業。平成11年常福寺第28世晋山。趣味は読書。

わた　 なべ  じゅん   いち

てん

さいこういん じょうふくじ

ちょうとく

かりやど

かいげん

はいぶつきしゃく

（常福寺　第28世）
昭和40年（1965年）
11月22日生（46歳）

たくさん

渡邊順一師

【交通】
名鉄東部交通バス 刈谷（循環）
｢西尾駅｣ 発 「刈宿」下車 徒歩5分
ふれんどバス(碧南～吉良吉田)　
「刈宿｣ 下車 徒歩５分

【主な行事】
七草法要
大仏法要
盆施餓鬼

１月初旬の日曜日
４月初旬の日曜日
８月10日

【お問い合わせ】
常福寺
〒444－0321
愛知県西尾市刈宿町出口50
TEL 0563-59-7847
FAX 0563-59-7549

第134号 （8）

常
福
寺

じ
ょ
う 

ふ
く   

じ

　長徳２年（９９６）、多田源氏
満仲公の一子満国がこの地に
来て住し、仮の宿と称しました。
満国は亡き母の追善菩提の為
にこの地に堂宇を建立しました。
その後、宝徳2年（１４５０）堂
宇を再建しましたが天災にあい、
宝暦元年（１７５１）再々建しま
した。

　「刈宿のおおぼとけさん」と
親しまれている大仏は、阿弥陀
如来座像であり、昭和の大典を
記念し、昭和３年に建立され、

Q1 お寺の由来を
教えて下さい。

Q2 大きな仏さまが
いらっしゃいますね。

翌４年に開眼されました。鉄筋
コンクリート造り、総高１６メー
トル、座身８メートル、お顔２．
５メートル、両膝の幅６．４メー
トル、蓮台２．４メートル、台座
３．３メートルもあります。内部
は空洞になっており、阿弥陀如
来像が祀られています。大仏建
立当時、寺には山門がなかった
ので山門のかわりに南西の角
に建てられました。また漁師の
海の安全を祈願し、海の方向に
向けたと伝えられています。

　本堂内、向かって左の余間に
お祀りしている不動明王さまで
す。これは、そもそも京都の石
清水八幡宮にあった仏像です。
廃仏毀釈の折、明治２年（１８６
９）５月２８日、本地仏の丈六

Q3

　今回は西尾市刈宿町の「天
澤山 西光院 常福寺」を訪ねま
した。

Q4 「ちかい」読者に一言
お願いします。

Q4 「ちかい」読者に
何か頂けませんか？

阿弥陀如来像等と共に総本山
誓願寺に移され、その後、縁
あって当寺にお招きすることに
なりました。西尾市の文化財に
指定されています。

　私が幼い頃は、この大仏さん
のまわりが子どもたちの遊び場
でした。これからも、年齢を問
わず誰もが集える場所として、
お寺が地域のみなさんを繋ぐ
場でありたいと願っています。
　毎年４月初旬の日曜日には、
大仏法要を勤修いたします。ぜ
ひ「刈宿のおおぼとけさん」に
お参りください。

　常福寺特製手拭いを2名の
方にさしあげます。

▲
▲

不
動
明
王（
西
尾
市
文
化
財
）

本　

堂

▲

刈
宿
の
大
仏
（
お
お
ぼ
と
け
）
さ
ん

Vol.32

何 でも

た　だ　げん　じ

ほうとく

ほうれき

みつなか

お寺の宝物は
何ですか？
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